
令和６年

№ 162

１月２０日号

12月定例会で決まったこと

主な審議結果  P2-3
議員から行政に

一般質問　P7-17
委員会の審議状況

常任委員会レポート  P4-6

・Topic 1 ・Topic２ ・Topic ３



















発行／〒992-0392　山形県東置賜郡高畠町大字高畠436 　高畠町議会　☎0238-52-4485（ＦＡＸ兼）
編集／広報広聴常任委員会　発行責任者／議長　関　陽介　印刷／カトヤ印刷 2024.1.20

●
●
●
●

編
集
委
員

委
員
長　
　

平　
　
　
　
　

誠

副
委
員
長　
　

佐　

藤　

純　

子

委　
　

員　
　

秋　

葉　

晶　

子

武　

田　

正　

隆

青　

柳　
　
　

貴

金　

子　

睦　

夫

西　

方　

茂　

太

梅 津 英 司 さん（高畠）

　今回のきらり・まほろば人は、高畠地区の梅津英司さん。
梅津さんは、中学校の柔道の外部コーチとして、また、町のスポーツ少年団
の指導者として、２００７年から指導を始め、現在も週３日、町の武道館で子
どもたちとともに汗を流しています。
　今年度は、長い間の指導の成果が表れ、２名が全国大会に出場し１名は全
国３位と輝かしい成績を収めています。
　仕事を持ちながらも県内外への遠征、全国大会へ帯同するなど、休日返上
で、子どもたちの指導にかける情熱をお伺いしました。

柔道指導で子どもたちの成長をサポート

　３月定例会を傍聴しませんか
３月５日（火）～22日（金）

本会議の傍聴は自由です。
詳しい日程は２/２８以降町ホームページでご確認ください。

問い合わせ先　議会事務局☎52-4485

◦表紙のひと◦

まほろば人

き・ら・り

２００７年、当時の高畠一中柔道部保護者
から「練習を見てほしい」と再三懇願さ
れ、断るつもりで練習を見に行ったのです
が、子どもたちが練習をしている姿を見る
と「強くなりたい」「上手になりたい」と
いう強い思いが伝わってきました。
　今の自分にできることは、このやる気に
応えてやることだと思い、指導を決めまし
た。

Ｑ．指導者になったきっかけは？

Ａ．

Ｑ．指導で大切にされていることは？

「強くなる！」「優勝する！」はもちろんで
すが、目指すところは、目標を達成するた
めに必要な日々の積み上げの大切さです。
そこで得られる達成感、得られなかった悔
しさ。そのどちらも大切にするように教え
てきました。
　また、サポートしてくれる家族、指導者、
学校に感謝する気持ちや挨拶、そして、仲
間の大切さ、人を思いやる心等、人間的に
も成長できるように心がけてきました。

Ａ．

社会に出て、さらに成長した教え子達が指
導者側に回り、高畠の柔道を支え盛り上げ
ていってほしいですね。

Ｑ．子どもたちに期待することは？

Ａ．

Ｑ．地域に移行する部活動への思いは？

子どもたちの技術力、経験値の向上を考え
れば土日の活動は必至で、地域の指導力も
必然です。
　しかし、地域の受皿や対策が整わない状
況下での地域移行は、持続可能な対応には
なりません。教員、地域の指導者双方に
とって、無理のない長期的に安定した指導
方針が決まった上での地域移行を願います。
　また、地域移行によって、頑張っている
子どもたちに差が生じないこと、経済的理
由で地域クラブに参加できない子が出ない
よう、しっかりとした行政の対応を願いま
す。
　子どもたちには、日々頑張り、挑戦して、
結果を得て成長してほしいです。

Ａ．
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